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小学校6年生以上の女の子、20歳以上の女性のみなさん注）

HPVワクチン接種

子宮頸がん予防は「HPVワクチン接種」と「定期的な検診」が大切です

定期的な
子宮頸がん検診
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対象の方のみ、定期接種としての公費助成が受けられます。
なお、定期接種の機会を逃した女性も対象です（2022年4月～2025年3月末までの3年間）。
対象者等、詳しくはご相談ください。

国の指針としては、20歳以上の女性において、2年に1回の子宮頸がん検診が推奨されています。
子宮頸がん検診の公費助成を行っている自治体もあります。

子宮頸がん予防について、詳しく知りたい方はこちら
け い

1） Chesson HW et al. Sex Transm Dis. 2014; 41: 660-664.
2） 国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（全国がん登録） 全国がん罹患データ（2016年～2019年）
 https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/data/dl/index.html （Accessed Dec. 5, 2023）
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生涯の���感染率1）
（海外データ：米国での試算）

※：子宮頸がんは100％予防できるわけではありません。

注） HPVワクチンの定期接種の対象は小学校6年生～高校1年生相当の女子、
 子宮頸がん検診の対象は20歳以上の女性です。

“予防可能ながん”があること、ご存じですか？

お気軽に
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